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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

平成™�年˜—月˜日 水曜日 第�šŸœ号官 報
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２

型
式
検
定
の
手
数
料
の
加
算

電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
の
型
式
検
定
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、厚
生
労
働
大
臣
は
、

当
該
型
式
の
器
具
を
製
造
し
、
及
び
検
査
す
る
設
備

等
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
そ
の
職
員
を
し
て
当

該
設
備
等
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
当
該
検
定
の
申
請
を
し
た
者
に
そ

の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
通
知
を
受
け
た

者
が
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、

１
の
金
額
に
、
審
査
旅
費
相
当
額
等
の
合
計
額
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
が
通
知
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金

額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
の
二
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」と
い
う
。）の
施
行
の
日（
平

成
二
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
一
の
１
及
び
二
は
改
正
法
の
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
内
閣
府
本
府
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
三
一
九
号
）（
内
閣
府
本
府
）

一

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
一
条
関

係
）政

策
統
括
官
及
び
参
事
官
の
定
数
を
変
更
す
る
と
と

も
に
、
政
策
統
括
官
の
職
務
及
び
大
臣
官
房
等
の
所
掌

事
務
に
つ
き
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

二

原
子
力
規
制
委
員
会
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第

二
条
関
係
）

放
射
線
防
護
対
策
部
を
廃
止
し
、
長
官
官
房
等
の
所

掌
事
務
を
変
更
す
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

三

行
政
機
関
職
員
定
員
令
及
び
行
政
機
関
職
員
定
員
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
三
条

及
び
第
六
条
関
係
）

環
境
省
か
ら
内
閣
府
へ
の
定
員
の
移
管
等
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

内
閣
府
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
令
の
一
部
改
正

関
係
（
第
四
条
関
係
）

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
分
科
会
の
庶
務
を
内
閣
府
本

府
に
置
か
れ
る
政
策
統
括
官
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

と
し
た
。

五

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

（
第
五
条
関
係
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
所
管
大
臣
の
所
掌
区

分
を
変
更
す
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

六

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
四
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
二
〇
号
）（
総

務
省
）

１

別
表
に
掲
げ
る
地
区
ご
と
の
区
域
の
表
示
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
の
う
ち
、
京

葉
臨
海
北
部
地
区
に
つ
い
て
区
域
の
縮
小
等
を
行
う
こ

と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激

甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三

二
一
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

平
成
二
六
年
七
月
三
〇
日
か
ら
八
月
二
五
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
激
甚
災
害
に
対
し
、
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別
の
財
政

援
助
等
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
三
二
二
号
）（
国
土
交
通

省
）

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
六
年
法
律
第
八
一
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
七
年

四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
三
二
三
号
）（
農
林
水
産
省
）

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年
法

律
第
一
〇
三
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規

定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
六
年
一
一
月
一
日
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令
第

三
二
四
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年

法
律
第
一
〇
三
号
）
第
二
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届

出
養
殖
業
と
し
て
う
な
ぎ
養
殖
業
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
本
則
関
係
）

２

１
に
伴
い
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
三
二
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

六
年
法
律
第
八
二
号
）
の
施
行
期
日
は
平
成
二
七
年
六
月

一
日
と
し
、
同
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
期
日
は
平
成
二
六
年
一
二
月
一
日
と
し
、
同
条
第
三

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
平
成
二
七
年
一
二
月
一

日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
三
二
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

型
式
検
定
を
受
け
る
べ
き
機
械
等
の
追
加

型
式
検
定
を
受
け
る
べ
き
機
械
等
と
し
て
、
電
動

フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
四
条
の
二
関
係
）

２

外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
の
事
務
所
に
お

け
る
検
査
に
要
す
る
費
用
の
負
担

厚
生
労
働
大
臣
が
、
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査
機

関
等
の
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
そ
の
職
員
に
行
わ
せ
る
外

国
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
の
事
務
所
に
お
け
る

検
査
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
当
該
検
査
の
た
め
当

該
職
員
が
そ
の
検
査
に
係
る
事
務
所
の
所
在
地
に
出

張
を
す
る
の
に
要
す
る
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
も
の

は
、
当
該
検
査
を
受
け
る
外
国
登
録
製
造
時
等
検
査

機
関
等
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
旅
費
の
額
の
計
算
に
関
し
必
要
な
細
目

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

五
条
の
三
関
係
）

二

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
関
係

１

型
式
検
定
の
手
数
料

国
が
行
う
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
の
型

式
検
定
の
手
数
料
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
別
表
第
三
関
係
）

^

新
規
検
定

一
件
に
つ
き
三
八
万
九
、
三
〇
〇

円
_

更
新
検
定

一
件
に
つ
き
二
万
二
、
一
〇
〇
円

◇
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
及
び
作
業
環
境
測
定

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
二
七

号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
関
係

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
よ
る
労
働
安
全
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
を
三

万
円
か
ら
二
万
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
関
係
）

二

作
業
環
境
測
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

作
業
環
境
測
定
法
の
規
定
に
よ
る
作
業
環
境
測
定
士

の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ
き
手
数
料

の
額
を
二
万
五
、
八
〇
〇
円
か
ら
二
万
円
に
引
き
下
げ

る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
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